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Ⅰ 目的 発育期の児童生徒の骨量獲得状況を明確にし，老年期における骨粗鬆症の一次予防のための
健康教育の一助とする。  
Ⅱ これまでの検討結果 中学生の運動能力と骨量の関係について，男子では２年生において，有意な相
関がみられた。女子では，３年生で有意な相関がみられた。 ３年間の縦断的調査により，中学生男子において
は，バスケット部に所属している生徒の骨量が一番増加した。        
Ⅲ 対象および実施方法 千葉県内の公立中学校に通学する１年生から３年生の男子生徒 ２３６名を対象
とした。  運動能力のうち，特に下肢を使う「５０ｍ走」と「２０メートルシャトルラン」と，部活動及び骨量との関係
について検討を行った。                
Ⅳ 比較検討事項  超音波法による，右踵骨の骨量を測定した。（骨量のパラメータとして，音響的骨評価
値（OSI）を使用） 「５０ｍ走」と「２０メートルシャトルラン」については，文部科学省の「新体力テスト」の結果を使
用した。    
Ⅴ 結果と考察 
１）学年ごとにみた骨量と部活動の関係 
 1年生男子ではバレーボール部員、バスケット
ボール部員が比較的高く、相対的に野球部員、
卓球部員が低い様子にあった。しかし､有意な差
は見られなかった。種目間における平均値の差
は種目選択と生徒の身体的特徴が関係している
ことが予想される。何れの種目ともに偏差が大き
い様子にあった。これは、まだ、小学生から中学
生への移行期にあり個人間で骨を含む身体の成
熟度の違いが大きいことを示すものと考えられ
る。 
 2年生男子では各部ともに偏差が小さくなり、各
部間の平均値の差も1年時と比較してかなり小
さくなった。これは相対的に骨を含む身体の形
成が進み、個人間の差が小さくなってきたもの
と思われる。バスケットボール部員と卓球部員
の間に１％で有意な差が観察された。 
 3年生男子ではさらに種目間における骨量の
差は小さくなった。種目内の偏差もかなり小さく
なっており、形態および機能の成熟度がなまり
高められたことが考えられる。 
 全体を通して、骨量は学年が進むにつれて
高まる様子にあった。運動経験が得住むにつ
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 れて骨量は高まることが示されたものと考えられ
る。 
 今回、1年生の時期からバスケット-ボール部員
の骨量が高かったことが示された。過去のスポー
ツ経験（小学校時代）を調査したところ、バスケッ
トボール部員の多くが小学校時よりミニバスケット
ボールに親しんでいたことが明らかとなった。一
方、卓球部のほとんどが小学校時には運動経験
がない状態であった。3年時にはバスケットボー
ル部員の骨量の優位性は見られなくなってしまっ
たが、それでも、早くからの適切な運動経験が骨
量の増加を促し、その後の安定した骨の発育、け
がの防止、パフォーマンスの向上をもたらすものと考えられる。しかしながら、この事象に対しては、学年経過と
けがの発生、身体的特性、運動機能面などの資料とつきあわせて、その関連についてさらに検討し、確認する
ことが必要である。 
部活動と運動機能面の関連をシャトルラン、５０ｍ走で観察した。 シャトルランについては，学年が上がるに
つれて，運動部特にバスケット部とその他(部活動非入部者及び文化部入部者）との差が大きくなっており、５０
ｍ走については，特に３年生では有意差はなかったが，野球・サッカー・バスケ・バレー部がその他より早い傾
向であった。 
 以上の結果から，日常の運動習慣は骨量の増加に影響を及ぼし、その結果として身体機能面においても
より高いパフォーマンスをもたらすもことが予想される。また、このことは比較的早期に運動に親しむことが有利
であることが伺われた。今後、生徒の健やかな成長、けがの少ない学校生活、より高いパフォーマンスの確保を
目指してこれまでの骨量教育をさらに推し進めて、生徒の意識を高めることから実践していきたいと考えてい
る。 
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